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〈算数科共通研究主題 〉

数学的な考え方を育てるための指導の工夫

目 次
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本年度 の研究の取 り組み

本年度 は,算 数教育の充実を 目指 し,教 育課程実施上の課題 とな る内容 を取 り上 げ,児

童が個性 を発揮 し,主 体的 に活動す る授業の在 り方を追究 した。特 に,新 しい学力観 に立

つ授業 の具現化 を 目指 して,授 業研究を中心に据 えた研究 を進 めた。

研究 を進 あ るには当た って は,5分 科会を編成 し,各 領域の課題や特性 と関連付けて,

児童 自らが計 算の仕方 をっ くり出 して い く指導,量 を数値化す るよさの感得を 目指 した指

導,図 形指 導におけ る直観 力の育成,数 理 的な処理のよ さを感得で きるよ うにす るたあの

課題の工夫,個 の考えを生かす検討の段 階の指導 を視点 に,「 数学 的な考 え方を育て る指

導 」にっ いて実践的 に追究 した。
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[1]児 童自らが計算の仕方をつくり出していく指導の工夫

1主 題設定の理 由

読み ・書 き ・計算 と言 われ るよ うに,計 算 は古 くか ら基礎的 ・基本的 な学力の要素 と して

必要 とされ重 視され て きた。現在 で も,計 算 は重要な基礎的 ・基本的事項で あり,我 々が多

くの時間をその指導 に充ててい ることに変わ りはない。

しか し,従 来はやや もす ると,形 式的な計算 の方法を教え るため,た くさんの ドリルをす

ればよい とす る傾向がみ られた。 このよ うに して教え込む ことので きる知識 や技能 には限 り

があ り,変 化の激 しい時代 に有効 に働 く基礎学 力 と して十分 に指導で きるものではない。

計算の仕方 は,自 分で考えてつ くり出 してい くよ うにする とよい。 これ は始めは時間 もか

か り,難 しさを感 じる ことが あるが,こ の ように して得た知識 や技能 は,関 係的に理 解 され,

忘れに くく応用 や発展 が効 くよ うに身に付 くもの と考え る。

計算の仕方をっ くり出 してい くためには,問 題解決学習が重要であ る。 ただ し,そ れ は,

児童一人一人の考えが高 め られ る,よ りよい学習活動 となるよ うにす る必 要がある。

児童が計算の仕方をつ くり出 してい くための要件 と して,以 下 に三点を挙げ る。

第一 に,児 童一人一人 が 自分 な りの計算の仕方で答えを出す ことが必要であ る。 このたあ

には,数 学 的な見方 ・考 え方 の関連 と発展の分析や指導の重点化な ど,十 分 に教材が吟味 さ

れ ることが大切であ る。

第二 に,そ れぞれの計算の仕方 にっいては,互 いのよい ところを取 り込 み,修 正や補完 を

行 いなが ら,よ り高次 な計算の仕方 につ くり変えて い く必要が ある。 この相 互作用 を可能 に

す るたあに,小 集団学習や全体学習の中で,互 いの計算の仕方 を伝え合 うコ ミュニ ケー シ ョ

ン活動 が十分 に行われ ることが求 あ られ る。

第三 に,児 童一人一人の個性 に 目を向けた指導 と,適 切な評価 が重要で ある。特 に,自 己

評価 は,自 分 自身を客観的 に認識す る内省的活動 として欠かす ことので きない もので ある。

この よ うに,計 算の仕方を 自 らつ くり出 してい く学習 を繰 り返 してい くことによ り,学 び

方 を学 び,そ の後の学習 にか かわ る思考力 ・判断力 ・表現力 などの資質や能 力が育 っ もの と

考 え る。大 きくみれ ば,こ れが 児童の豊か な自己実現 を支え る基礎 ・基本 とな る。

H研 究のね らい

・児童一人一人が既 習事 項を想起 し,自 分 な りの計算の仕方で解決 で きる教材を吟味す る。

・児童一人一人の計算の仕方が十分に高め られ るよ うにす るための小集団学習や全体学習の

中での コ ミュニ ケー ション活動を工夫す る。

・学習活動の 中での評価の仕方 を工夫す る。

皿 研究 の仮説

計 算の仕方 を学習 す る過程 において,児 童一人一人が 自分な りに計 算を行い,コ ミュニケ

ー シ ョンの成立 を もってそれぞれの考えが高 め られ るよ うに し,さ らに適切な評価 と指導が

行われ るな らば,児 童 自らが計 算の仕方 をっ くり出 してい くことがで きるよ うにな る。
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IV研 究 の 内容

こ こで は,1年 生 の実 践(繰 り上 が りの あ る加 法)を 例 に と りなが ら述 べ る こ とにす る。

1教 材 の 吟 味

(1)計 算 の 仕方 を っ くり出 して い くた めの 数 学 的 な 見方 ・考 え 方 の 関 連 と発 展

どの よ うな 見 方 ・考 え方 が以 前 に ど こで ど う指 導 され,今 後 どの よ うに 発展 して い く

の か を 明 確 にす る こ とで,問 題 の設 定,指 導 の 重 点 化,児 童 の 反 応 の 予 想 と指 導 な どに

有 効 に機 能 す る と考 え た 。1年 生 の実 践 で は,以 下 の よ うに分 析 した。

加 法 の 意 味 の 合成 ・分 析3口 の 加法20ま で の 数

「加 法 の 使 わ れ る場 合 」 「10の 補数 」 「10の ま と ま り 「10と い くっ 」

・合 併 ・増 加 ・10は8と 口10と い くっ 」 ・10と4で14

8と 口 で108+2+4・10+4=14

○繰 り上 が り の あ る加 法

「10の ま と ま り,10と い くっ 」

8-←6=8-1-2-1-4=10十4=14

り下が りのあ る減法

償
被 減 数 を10と い くっ と と らえ る」

-6の14を10と4と み て ,

・減 加 法 ・減 減 法

大 き な 数

「10の い く っ ぶ ん,何 十 と い くつ 」

・10が5っ で50・50と3で53

●20十30=50●23十30=53

(2)児 童一人一人が既習事項を想起 し,自 分 な りの計算の仕方で解決 で きる問題の設定

計 算の仕方 をつ くり出 して い くためには,児 童が関係の ある既 習事項 をいか に想起で

きるかが重要で ある。 その たあ に,実 態調 査等で 児童の実態を十分 に把握 し,上 記の分

析 を基に,数 学 的な見方 ・考え方を刺激 し,活 性化す る手立てを講 じる必要が ある。

1年 の実践では,被 加数 や加数 を一つの まとま りの個数 を表す数 と して とらえる見方

(集合数の認識)が 必ず しも十分で ないとい う実態か ら,導 入素材 と して,中 の見え る

袋 に貝 を入れて提示す ることに した。袋か ら貝を取 り出す ことと数の操作 とを対応 させ,

それぞれの考え方が理解 しやすいよ うに した。(例 ・加数の袋か ら貝 を取 り出す ことが

数え た しに対応す る)ま た,10の まとま りに気付 き,加 数分解の考え に目が向 きやすい

よ うに,数 値 を8+4と した。

2児 童一 人一人の考え が高 まる コミュニ ケー シ ョン成立 の工夫

我 々の行 った調査 によ ると,自 分の考えを理解 して もらうこ とや,相 手の考えを理解す

ることに困難 を感 じてい る児童 は多 い。 しか し,学 級の中で計算の仕方をっ くり出 して い

こうとす るとき,児 童 の相互 のかかわ りは欠かす ことので きない ものであ る。低学年 の う

ちか ら,段 階的 ・継続 的に コ ミュニ ケー ションの図 り方を学 ぶ必要があ る。

我 々は,問 題解決過 程を 「問題把握 」 「自力解決」 「集団解決」 「適応 まとめ」の4過

程 と し,各 過程 にコ ミュニ ケー シ ョン活動 を位置付 けた。特 に集団解決の過程を 「小集団

学習」 と 「全体学習」に分け,そ の役割 を明確 に した。小集団学 習は,全 体学習では活躍

しに くい児童 も,主 体的 に学習に参加 で きる学習形態 と して有効であると考え る。
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学習過程 学習活動 学習形態 コ ミュニ ケー シ ョン活 動 の 位 置 付 け

問題把握 問題の設定

問題の把握

解決の計画

解決の実行

全体学習 共通 の場 の設定

自力解決 個人学習 自分の考えの構築

個人内での練 り上げ ・自問 自答

集団解決 妥当性の検討 小集団学習 自分の考えの妥 当性 ＼質問,意 見

自分の考えの伝 え方の妥 当性/修 正,自 信

関連性の検討

有効性の検討

全体学習 自他の考えの類似 ・対比＼序列化,統 合化

簡潔 さ,一 般性等の検討/修 正,合 意

適用 ま とめ 解決方法の選択

自己評価

個人学習 練 り上げた考えの取 り込み と活用

自分 自身の客観的な認識

1年 生 の実 践 で は,隣 り同 士 の二 人 組 で の 小 集 団 学

習 を 取 り入 れ た 。 何 を 使 って ど うや って 計 算 したの か

が 相 手 に よ く伝 わ る よ う に,話 型 を 決 めて 一 っ一 っ 指

導 した。 相 手 の 考 え に納 得 が い けば ◎ の 印 を付 けて あ

げ,そ うで な けれ ば 質 問 や 意 見 を 言 うよ うに す る。 気

付 い た こ とが あ れ ば,書 き加 え た り書 き直 した り して

よ い と した。 質 問 や修 正 を行 った児 童 は取 り上 げ,認

反)るよ うに した。

ま た,全 体 で の練 り上 げで は,学 習 形 態 を 変 え,机

を離 れ て,黒 板 の 前 に 児 童 を集 め た。 互 いの 距 離 を せ

ば め,発 表 を 間 近 に 見 る こ とで,よ り密 に話 し合 いが

行 わ れ る よ う に した 。

3自 分 自身 を 客 観 的 に認 識 す るた め の 自己評 価

学 習 の 感 想 を 漫 画 な どで 使 わ れ るr吹 き出 し』で,

『今 日の 顔 』 で 表 現 す る よ う に した 。 この こ とに よ り,

省 的 活 動 が 可 能 にな る と考 え た 。

r吹 き 出 し』 は,児 童 の 生 の 声 に近 い形 で 表現 され

る利 点 が あ る。1年 生 の 段 階 で は,「 誰 の や り方 と同

じ」 「誰 のや り方 の 方 が い い 」等,自 他 の 考 え の比 較

に着 目 した記 述 が で き る こ とを一 っ の めあ て と した。

『今 日の顔 』 は,短 い 時 間 に簡 単 に取 り組 め る利 点

が あ る。 か く手 順 は,次 の よ うに す る。

(1)し っか り見 た 人 は,目 を 大 き くか きます 。

(2)し っか り発 表 した 人 は,口 を 大 き くか き ます 。

(3)し っか り聞 い た 人 は,耳 を大 き くか きます 。

(4)た くさん 考 え た 人 は,髪 の毛 を た くさん か き ます 。

小集 団学習の様子(8+7)

A児

B児

児

児

A

B

ブ ロ ッ クで や りま した。

8に2こ あ げて10を っ く

って の こ りの5が あ って

15っ て 分 か った。

い い で す よ。

絵 を か いて や りま した。

え っ とね 。8に ね2あ げ

る。 で10と5で15。

い いで す よ。

先 生 。 りさ ち ゃん と い っ

しょだ った。

学習への取 り組 み方を自画像で ある

自分 自身を客観 的に見つ あ直す内

自己評価の例(1年)

Y

嘔

し

ん

、

昔
浮
も

つ
ま

送

薪
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V指 導 事 例

1単 元 名 た しざん 一2(1年)

2本 時 の 目標(本 時1/15時)

・繰 り上 が りの あ る加 法(8+4)に つ いて
,問 題 の 解決 に意 欲 的 に取 り組 む 。

・自分 な りの 考 え で計 算 を 行 って 問題 を解 決 し
,そ れ を 友達 に説 明 す る こ とが で き る。

・自分 と友 達 の 計 算 の 仕 方 を比 較 す る こ とが で き る
。

3展 開

T今 日は二 人 の や った こ とで 算 数 の お 話 を作 りま し ょ う。

問 (児 童二 人が 貝の入 った袋 を一つずっ持 って一 っの入れ物 に入れ る動作をす る。)

題 C あ っ こ さん は,貝 を8こ も って い ます。 ひ ろ あ き さん は,貝 を4こ も って い

把 ます。 合 わ せ て なん こで す か 。

握 T
翻

お話 に合 う式 を書 きま し ょ う。

C8+4(合 併 の動 作 を行 って,加 法 で あ る こ とを確 認 す る。)

T今 ま で の や り方 を思 い 出 して8+4の 答 え を 出 しま し ょう。

自
C1ブ ロ ックの操 作(21人)① 合 併 の動 作 を行 って,和 を 数 え 直 す。

力
②8か ら先を数 え足す。

解
③8に2を 寄 せ て,10の ま とま りを 作 る。

決
C2言 葉 に よ る説 明(1人)・4は2と2,8と2で10,10と2で12

C3頭 で 考 え た(7人)・(念 頭 で操 作 した こ とを説 明 で きな い。)

C4そ の他(4人)・(問 題 文 の繰 り返 し等,説 明 に な って い な い。)

《小 集 団学 習 》T二 人 組 にな って,自 分 の や り方 を 発 表 しま し ょ う。

説 明す る とき 聞 くとき

集 ・自分 の紙 を相手の見やす い所 に置 く
。 ・納得が いけば◎の印を付 ける。

・何 で どうや って数え たのか相手 に分 ・納得が いか なければ質問 した り意見

団
か るよ うに,や って 見 せ なが ら説 明 を言 った りす るよ うに す る。

す るよ うに す る。 ・書 き直 した り書 き足 した り して よ い。

解
《全体学 習》Tみ んなの前で発表 しま しょう。(児 童を黒板の前に集 ある。)

C1'(ブ ロ ックで8と4を 並 べ,)8と2を 合 わ せ る と10だ か ら10と2で12。

T同 じ考 え だ った 人 は,立 ち ま し ょう。

決 (ブ ロ ックを 使 った とい うだ けで,数 え 足 しの 児 童 も立 って しま う。→15人)

C2'(言 葉 で,)4は2と2。8と2で10。10と2で12。(児 童,反 応 な し。)

C3'ま ず,頭 で 考 え ま した。 次 に貝 で 考 え ま した。(友 達 に認 あ られ な い。)

適 T9+5を 計 算 します 。 誰 の や り方 で や るか,い い と思 うや り方 で や りま し ょ う。

用 終 わ った人 は,「 吹 き 出 し」 と 「今 日の顔 」 をか き ま し ょう。

ま CC1(ブ ロ ックで,①11人 ②2人 ③14人)C2(言 葉 で,2人)

と C3(頭 で,0人)C4(そ の 他,2人)C5(5と5で10を 作 る。2人)

め C吹 き出 しの 例 → 「か ん た ん だ った。 」 「ぶ ろ っ くで か ぞ え ま した。 」等 。
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4児 童 の 変 容

本 時 を振 り返 って みて,集 団 解 決 に お け る コ ミュ

ニ ケ ー シ ョンが不 十 分 で,互 い の 考 えが 相 手 に うま

く伝 わ って い な い こ とが 明 らか に な った。 この こ と

か ら,1年 生 の 段 階 で は,出 され た 考 え を教 師 が整

理 し直 す 必 要 が あ る と考 え た。 そ こで 次 時 か らは,

「○ ○ さん の や り方 」 とい う具 合 に,出 され た 考 え

に 名前 を付 けて 呼 ぶ よ うに した。 「○ ○ さん の や り

方 」 を基 に,考 え た り説 明 した りす る こ とに よ り,

次 第 に コ ミュニ ケ ー シ ョンが成 立 す るよ うに な っ た。

そ の 後,自 分 の 考 え た 別 の計 算 の 仕方 を絵 や 図 に

要 領 よ く表 せ る児 童 も出て きた の で,取 り上 げ て紹

介 して い った と ころ,次 第 に 自分 の 考 え を ワー クに

か いて 説 明 す る こ とに意 欲 を もっ児 童 が 増 え て きた 。

そ の こ とに よ り,特 に 小 集 団学 習 で は,自 信 を もっ

て 自分 の 考 え を 発 表 す る よ うにな って い った。

吹 き 出 しで は,始 あ は 「か ん たん だ った 。 」 「っ

かれ た。 」等,気 持 ちだ けが 書 か れ る こ とが 多 か っ

た。 しか し,次 第 に 「○ ○ さん と同 じ。 」 とい うよ

う に,友 達 の 名前 が書 か れ るよ うに な り,自 他 の 考

観察対象児の変容

えの比較に着 目 した記述 がで きるよ うにな って いった。

本単元で は,「10を 作 る考え方」を形式的に指導 して いないた あ,問 題 の数値が変わ ると,

1か ら数え直す や り方 に逆戻 りして しまう児童 もみ られた。 しか し,単 元が進むにっれ,多

くの児童がrlOを 作 る考え方 」に着 目 し,加 数分解や被 加数分解 などの計算の仕方を 自らつ

くり出 してい った。

VI成 果 と今後 の課 題

1研 究の成果

(1)既 習事項の 中にある数学的 な見方 ・考え方 を刺激 し,活 性化す る手立て を講 じる こと

は,児 童が 自分 な りの考 えを もって計算の仕方 をつ くり出す たあに有効であ ることが分

か った。・

(2)小 集 団学習 によ り,多 くの児童が計算の仕方を 自分な りの方法で説明 し,相 手の考え

も自分の考え と比較 しなが ら聞 くことがで きるようにな った。

(3)自 己評価 と して 「吹 き出 し」 「今 日の顔 」に取 り組んだ ことによ り,自 分 自身を客観

的 に振 り返 る内省的 な態度が身に付いて きた。 そ して,友 達の考えを参考 に して,よ り

よい計算方法 を見つ ける学習がで きるよ うにな って きた。

2今 後の課題 一

(1)計 算 をつ くり出す ことにっいて,具 体的な指導場 面を通 して さ らに考察 して い く。

② 全体学習 において もコ ミュニケー ションが十分に成立するたあの指導を工夫す る。
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巨]量 を数値化するよさが分かる児童の育成

1主 題設定の理 由

量 と測定領域 にお いて,児 童が量を どのよ うに数値 と結び付 け置き換え るかを考えた り,

置 き換え る ことによ りどれだ け便利でよい点が あるかを考えた り経験 した りす ることは,日

常の事象 を数学 的な見方 ・考え方で と らえ る力 の育成 にっなが ると考え られ る。

児童 は,日 常 の学習 や生活場面で,様 々な量 や数値 に触れ,測 定 ・比 較す ることを経験 し

て きて いるが,基 になる大 きさ(単 位)を 十分に意識 して いる とは言えない。例えば,長 さ

・重 さ ・か さな どにっいては,計 器を用 いて測定値を求 める ことばか りに 目が向いて いた り,

面積 ・体 積な どの求積 について は,公 式 にあて はめて計 算 し答えを求め ることで満足 して い

た りす ることが多い。 また,様 々な単位 を学習す るにっれ,適 切 な単位が選べない,単 位換

算がで きな いとい った問題が生 じて くる。

そ こで,本 分科会 は,「 任意に単位 を決 め,そ のい くっ分 かで量を表す方法 」=「 測定に

よる量の数値化」 に注 目 した。適切 な単位 を基 に数値で表す ことのよさを児童が味 わ うこと

によって,進 んで身の回 りの量に興 味を もち,そ の量を人に分か りやす く表現 しよ うとす る

よ うになるだ ろ うと考え,こ の研究 主題 を設定 した。

ll研 究のね らい

1r量 を数値化す るよさ』 にっいて明 らかにする。

2r量 を数値化す るよさ』が分か る児童の具体 的な姿 を明 らか にす る。

3r量 を数値化 するよさ』に気付かせ るための指導 の工夫 をす る。

皿 研究 の仮説

量の大 きさや違いを,人 に分か りやす く表現 した り,能 率 的に処理 して比べた りする体験

を豊富に させ るとともに,基 になる大 きさに目が向 くよ うな学習の流れを工夫す ることによ

り,量 を数値化す るよさが分か る児童 を育成す ることがで きる。

IV研 究の内容

1量 を数値化す るよさにつ いて

量 と測定領域の学習 において は,次 の四つの基本 的指導段階を踏 まえる ことが多 い。

1)測 定 す るもの ど うしの直接比較2)媒 介物を用 いての間接比較

3)任 意単位 によ る測定4)普 遍単位 による測定

1),2)の 段 階では,2量 の大小のみ に着 目 してい るために数値を必要 と しない。 しか し,

3),4)の 段 階では,2量 の大 小だ けで はな く,ど ち らが どれだ け大 きいか(量 の違 い)を

表 した り,多 くの ものを能率 的に比べ た りす る際に数値が必要 とな って くる。

そ こで,本 分科 会は3),4)の 段階 において,あ る量を単位 として,そ の い くつ分かで量

の大 きさを表す ことを 「量を数値化す る」 ことととらえた。

そ して,量 の数値化の定義をふ まえ,「 量を数値化す るよ さ」を以下の ように考えた。

◎量を数値化す るよさ

ア 量を比べ る時,数 値によ って どち らが どれだけ多 いかをたやす く,正 確 に調べ ること

がで きる。
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量 の大 きさを比 べ るの は直接比較や間接比較で も可能で あるが,そ れ らがで きない

場合 や量 の大 きさの違いを求 め る場合 には,量 を数 値に置 き換え る必要性が明確 にな

って くる。

(例)第4学 年 「面積」

教室の黒板 と音楽室の黒板の広 さの違 いを調べ る場合,黒 板 を直接比べ ることはで

きない。そ こで,持 ち運びがで きるよ うな共通 した形の ものを見 っけ,そ の何個分が

黒板の広 さであ るかを考え る。つま り,黒 板の広 さを数値化す る ことによ って広 さの

差 を明 らか にす る ことがで きる。

イ い くっ もの量 を数値 によ って,能 率的に比べ ることがで きる。

一度 に数多 くの ものの量 を比較 した り,量 に順番 を付 けた りす るとき,直 接比較 を

繰 り返 す 「勝 ち抜 き戦方式 」で も不可能で はないが,手 間がかか り,不 便であ る。で

きるだけ速 く,簡 単に比 べ る方法 を追究 して い くことで量 を数値化す る有効性 が見え

て くる。

(例)第3学 年 「重 さ」

収穫 したさっ まい も1本 ずっの重 さ比 べを して順位を付 ける。 この時に,班 の 中だ

けで重 さを比べ るな ら,天 秤 などを用いた 「勝 ち抜 き戦方式」で もで きるが,ク ラス

全体 や学年 の中で順位 を付 けるとなると難 しい。 そ こで,共 通の任意単位 や普遍単位

を用 いて数値 に表 す と一度 に比べ られ る便利 さを味 わ うことがで きる。

ウ 量 の大 きさを記録 した り,正 確 に伝達 した りで きる。

過去の量 と現在の量を比較す るよ うな場合 には,量 を数値 と して記録 しておかな い

と比較す る ことは困難で ある。また,離 れ たと ころにい る入 に伝達す るよ うな場合 に

は,量 を数値 として表 さないと相手 に正確 に伝達す る ことはで きない。そ こで,共 通

の単位 によ る数値化 が必要 になって くる。

(例)第2学 年 「長 さ」

教科 書のブ ックカバーを離れ たと ころにい るおば さん に作 って もらう場合,教 科 書

の縦,横 の長 さを正確 に伝えなければぴ ったりと合 うサイズを作 って もらうことがで

きない。そ こで,任 意単位では相 手に正確 に伝え ることがで きないので,普 遍単位が

必要 とな りcmを 導入す る。

工 量を演算の対象 と して処理 しやす くする ことがで きる。

量 を測定す る場合,実 際 には測定が困難 な もの もある。その ような場合 には,量 を

演算の対象 として考え,加 法 ・減法,比 例 関係 などを用 いて,直 接測定 せず に量 の大

きさを求 め ることがで きる。

(例)第3学 年 「重 さ」

台秤 に直接のせて測 るのが難 しい ものの重 さを求め る場合,入 れ物 に入れて全体の

重 さを測 り,全 体の重 さか ら入れ物 の重さをひ くと容易 に求あ ることがで き る。

オ 測定 され た量 を量感の伴 った数値で表す ことによ って,量 につ いての説得 力を増す こ

とがで きる。

非常 に大 きな量 や反対 に非常 に小 さい量な ど,普 遍 単位で表 されて いて もそれだ け
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で は実 感 しづ らい こ とが あ る。 そ の よ うな場 合,既 にあ る程度 量 感 が伴 って い る数 値

に置 き換 えて 表 す こ とに よ り,そ の 量 を分 か りやす く表 現 す る こ とがで き る。

(例)第6学 年 「6年 の ま とめ 」

東 京 都 の1日 あ た りの ゴ ミの 量 を 表 す場 合,○ ○ トン とい う ゴ ミの量 を,ト ラ ッ ク

で 何 台 分,学 校 の プ ール で 何 杯 分 とす る と,多 くの 人 に分 か りやす くな る。

2量 を 数 値 化 す る よ さが 分 か る児 童 の 具 体 的 な姿

アのよさの例 ☆ 自分で見付けた単位(任 意単位)を 用いて表そうとする子。

・木の太さはわた しの両腕でちょうどひとかかえ分になる
。

・長 いビンの中に入る水のかさはプリンカップでちょうど7杯 分です
。

☆ は したの量を表現 しようとする子。

・7cmと ちょっとなんだけど,も う少 し正確に言うにはどう言 ったらいいかな。

・1deよ り小 さいますがあると,も っと正確に測れるね。

☆ 適切な計器を使 って測ろうとする子。

・木の太 さはメジャー じゃな くて巻き尺で測 る方が正確に測れるよ。

・軽いものは料理用の秤で測った方が正確だよ。

イのよさの例 ☆ いくっもの量を簡単に比べようとする子。

・クラス全員の水筒の量比べは,同 じ大 きさのコップで何杯分か測ればいいよ。

・10本のさっまいもの重さを比べるなら,「 勝ち抜 き戦」より秤を使 った方が速いよ。

ウのよさの例 ☆ 誰にでも分かるような単位を見付けようとする子。

・電話で説明する時におばあちゃんにも分かるような単位はないのかな。

・この大きなカボチャは何のい くっ分の重さだって言 ったら分かりやすいかな。

エのよさの例 ☆ 演算を使ってより能率的に処理 しようとする子。

・針金全部の長さを,1m当 たりの重さと全体の重 さから考えてみたい。

・この凸凹のある形をどこで切って考えると,う まく面積が求められるかな。

オのよさの例 ☆ より分かりやす くするために単位の取り方を工夫する子。

・学区域のはじからはじまでの長さは校庭の トラック何周分になるんだろう
。

・福岡の人は東京の人より1カ 月でバケツ○○杯分も水を節約 しているんだよ
。

3量 を数 値 化 す るよ さ に気 付 か せ る ため の指 導 の工 夫

数 値 化 す るよ さに気 付 かせ る たあ に は,学 習 の 中 で数 に置 き換 え る過 程 に 目を 向 け させ,

「何 を単 位 と して その 量 を と らえ て い くか 」 とい う意識 を深 めて い くこ とが 重 要 で あ る。

そ の た め に,課 題 や学 習 の流 れ ・指 導 の 視 点 を 次 の よ うに考 え た。

学 習 の 流 れ 数 値 化 す る よ さが 分 か る指 導 の 視 点

課題を把握する。 ・数値化する必要感のある課題

・様々な見方で単位の取り方を工夫できる課題

ア,イ …比較だけでは容易に比べられない場面を設定する。

ウ … 「記録」や 「伝達」の場面を設定す る。

エ ・・測定の工夫を通 して,量 を計算する場面を設定する。

オ ・より分かりやす く身近に表す方法を考えさせる。

数値化するたあの見通 ・数値化するために何を単位とするか考えさせる。

しをもち実行する。 ・実験 ・実測の方法を考え させ る。

・誤差に注意 して ,測 定 させ る。
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・測定 してみて ,困 った こと ・気付いた ことを明確に させ る。

・ほかの ものを使 っての
,別 の測 り方を考え させ る。

それぞれの考えを発表 ・どのようにして数値を求めたのかを発表させる。

しあい,よ りよい数値 ・いっで も使える数値化の方法やより便利な方法を見付けさせてい く。

化の方法に気付 く。 ア 量の違いを簡単に正 しく比べ られる方法を考えさせる。

イ 最 も能率的な方法を考えさせる。

ウ あとから見た時に比べやすい方法や,伝 える相手に分かりやすい方法を

考 えさせ る。

工 直接測定の回数が少なくて もすむ方法や,言 葉の式に表 して公式化する

工夫を考えさせる。

オ より実感 しやすい数値に表す方法を考えさせる。

学習をふりかえり数値 ・様々な考え方のよさを見付けさせる。

化のよさにふれる。 ・数値化のよさに目を向けさせる。

V指 導事例

① 本時の目標

第2学 年 「長 さ一1」

・任 意単 位 を用 い ,そ の い くっ 分 か で 長 さを表 す こ とが で き る。

・共通 の単 位,普 遍単位 の必要性 に気付 くことがで きる。

② 授業実践の記録

課題…おばさんが教科書のカバーを作って くれるそうです。教科書の縦 と横の長 さを電話で課題把握

伝えなければいけません。どれだけと言ったらよいで しょう。

TI何 を使って測るといいかな。いろいろな方法を発表 してみよう。

C,ふ でばこでい くっ分かはかればいい。

C2け しゴムではかればいい。

C,け ずったばかりのえんぴっではかればいい。

よりよい

数値化

T2い ろ い ろな方法で測 ってみ よう。

C,教 科書の横の長 さより長 いふでば こを使 って いる子。(教 科書よ りも長い もの)

C5け しゴム,え んぴっ,ホ チキ スな どを使 って いる子。(人 によ り長 さが違 うもの)

C6エ ス キ ューブ,サ イコロ,数 え棒な どを使 って いる子。(ク ラス内では共通単位 とな

もの)

C7牛 乳 キ ャ ップを使 って いる子。(長 さが一定で,ど の家庭 にもあ りそ うな もの)

T,,お ば さん に電話 をす るよ うに,縦 と横の長 さを話 してみ よ う。

C8「 おば さん。 はい,あ さみです。たての長 さは,エ スキューブで25こ 分。 よこの長 さ

は18こ 分です。作 って くれて あ りが と うございます。 」

「おば さん。 おは じきで たての長 さが18こ 分,よ この長 さが14こ 分 とあ とち ょっとで

す。」

T4こ れで,お ばさん,作 って くれそ うだね。

Ci。 ち ょっと と言 えば作 れ るかなあ。

C口 おば さんのえんぴっ と長 さがちが うか ら,け ず ったばか りのえんぴっに しな くち ゃ。

Ci2お ば さん も持 ってい るもの ってないかなあ。

T5今 日の勉強で分か った ことや気が付いた ことは何ですか。ふ りか

C13小 さい もので はか った方が,rち ょっと』が 出な くて いいね。え り

C14ぼ くたち もおば さん も持 って いる ものが ほ しいな あ,と 思 った。

③ 児童の変容

児童はr長 さを数に置 き換えて クラスの友だ ちに伝え ることがで きた』 とい う満足感
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を もち,さ らに,rそ の場 にいな い人 に伝え るには,共 通 の大 きさを もとに した方が便

利 なん だ』 とい う必要性を と らえ ることがで きた。

その後のcmよ り小 さいは したの表 し方を考えmmを 学習 した時 には,「 これ もおば さん

に も分か る単 位 なんだね。 」 とい う感想が 出 され た り,水 のか さを学習 した時 には,

「同 じもので測 らない と人 に伝え ることがで きない。 」 とい う意見が多 く出 された りす

るなど,共 通 の単位 の有用性 を意識す ることがで きていた。

VI研 究 の成果 と今後 の課題

1研 究 の成果

① 数値 化す るよ さを分類 ・整理す る ことによ り,数 値化す る必 要感の ある課題 を工夫す
'
るたあの視点が明 らかにな った。

② 量 の大 きさや違いを求め る,人 に分か りやす く伝え るな どの課題 を設定 し,〔 実験 ・

実測→ 方法や結果の発表 ・検討〕 とい う活動 をさせ る ことによって,「 測 って数字 に表

す と比べやすい」 と考え るよ うにな った り,誰 にで も分か るような単位で表 そ うとした

りす るな どの児童の変容が見 られた。

2今 後の課題

① 量を数値化す るよさが分か る課題,教 具を継続 して開発す る必要があ る。

② 生活の 中で量 を分か りやす く数値化 しよ うとす る児童 を育て るためには,数 値化のよ

さや その方法 に気付か せる助言の仕方や話 し合 いの させ方 を一層工夫 して い く必要があ

る。

巨]直 観力を育てる図形指導の工夫

1主 題設 定の理由

児童が図形の学習を通 して論理的な考えの進 め方 を知 り,そ れを用いて問題解決がで きる

ようになることは,図 形領域の大 きなね らいのひ とっであ る。図形を扱 う学 習は,視 覚を通

して得 た情報を基 に直観 によって解決の見通 しを もっ ことが比較的容易であ るという長所 が

あ り,「 見通 しを もち,筋 道 を立てて考え る能力を育て る3と い う算数科のね らいに添 った

羅鍵欝 繊lll繋lll譲愈
「三角形の内角の和が180。 であ る」 とい う既習 の知識 に基づ く着想であ るといえ る。 この

ア イデ アが生 まれ るため にはひ とっの図形 をい くつかの基本 図形 に分解 して とらえ る考え方

が働 いて いる。

この よ うに 「直観 」は既習の知識や考え方 に支え られ るもので あ り,ま た 「直観」を基に

して生 まれ たアイデアを筋道立てて検証す る過程を通 して論理 的な思考力が高あ られ る もの

なので ある。

以上の よ うな考察か ら,図 形指導 において直観力を引 き出 し高ある指導の在 り方を工夫す
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る ことは,「 数学的 な考え方 を育て る指導の工夫」 という算数部 会の主題 にっ なが る もの と

考え,本 主題 を設定 した。

1研 究のね らい

・図形領域 におけ る直観 力 とは どうい うものかを明 らか にす る。

・直観力 を引 き出 し高め る指導の在 り方 を探 る。

皿 研究 の仮説

図形 にかかわ る問題解決の場面で,児 童が概形 を とらえた り,図 形を合成 ・分解 した り し

て見通 しを立て る活動や解決の ための方 略(ス トラテ ジー)を 意識 して活用す る活動を繰 り

返す ことにより,直 観力が高 あ られ る。

IV研 究の内容

1.図 形領域 における直観力 について

まず,本 分科会 では,図 形領域 において直観力を働かせて いる児童の姿 を明 らかに しよ

うと試 み,次 の ように分析 した。

①図形を抽 象す る

(例)第1学 年の 「か たちあそび」の場面

レコー ド,封 筒,三 角定規 などの具体物か ら 「まる」 「しか く」 「さんか く」な

どの基本 図形 を抽象す る。

②概形 を とらえる,理 想化 す る

(例)「 池 の面積を出 してみ よう」 とい う課題

太線 のよ うな三角形 と見な して,

公式を用 いて面積を求 ある。

③図形 を合成 ・分解す る

(例)「 平行 四辺形 の面積 の求 め方 を考え よ う」 とい う課題

下 図のよ うに して平 行四辺形が長方形 に変形で きることに気付 く

∠=コ7⇒ 匪=コ
④ 構成要素 に着 目 して図形の性質 に気付 く

(例)ア,イ,ウ の三角形 は,ど れ も2っ の

辺の長 さが同 じなので 同 じ形 といえ る。

⑤念頭操作 によ り,図 形 の性質 に気付 く

(例)エ,オ は回転 させ ると元 の形 と同 じ形

にな る。

小学 校指導書算数編(文 部省)で は直観力 に

っ いて

(a)考察の対象 を柔軟 に とらえ る際 に働 く直観力

(b>見通 しを もつ際 に働 く直観力

(c)問題 の構造 や規則性 な どを見抜 く際 に働 く直観力

を重視す る必 要があ ると述 べている。

△△ △

o
正五角形 ○

正六角形

そ こで この内容 と上 記の分析内容 とを関連付 けて とらえてみ ると,次 のよ うにな る。
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◎② の例 と して取 り上げた池 の面積 を求 める問題で は,与 え られた図形を固定的 にと らえ

ず,で きるだけ形の似てい る基本 図形 として とらえ る(概 形を とらえ る)こ とによ り,

求 積公式を用い るとい う簡潔 な解決方法が見通せ る。((a),{b))'

◎⑤ の例 で上 げた正 多角形 の性 質に気付 く場面で は,与 え られた図形 に共通 した規則 を見

抜 く際に図形 を念頭で操作 してみる とい う柔軟 な見方を している。 そ して,そ の結果,

「回転 す ると同 じ形 に戻 る」 とい う性質を見 いだ し,そ れが,例 え ば正多角形 は円に内

接 す るとい う規 則性 を見通す ために働 くことが考え られ る。((a),(b),(c))

以上 が私 たちの考 え る直観力が働 く場面の例示であ る。

ただ し,直 観力 が働 く場面 は見通 しを もっ ときだ けに働 くものではない。具体的 な操作

活動 の中で試行錯誤 を通 して働 く場合や練 り上 げの段階で他の児童の 考えを聞 いて初 めて

直観力が働 く場合 な どもあるので,こ の点 に も留意 してお く必要が ある。

2.直 観力 を引 き出 し高めて い く指導の手立て

授業実践 の児童 の姿 か ら以下 の4点 が直観力を引 き出 し高めてい く手立て として有効で

ある と考え る。

(1)問 題 の工夫

考察 の対象 を柔軟 に とらえる ことを可能 にす るため に多様 な見方や動的な見方がで

きる問題 を与 え る。

<事 例1>単 なる作図に終わ るので はな く,対 称軸を 自らが決 あて か くとい う問題の解

決 を通 して,結 果 の見通 しを立ててか く必要性 が生 じ直観力 は高め られ る。

ある遺跡 か らペ ンダン トのか け らが

見 っか りま した。 歴史学者 は 「これ は

禦膿 鞭 二∴ ξ1'ます.〈>i 4 な
〈事例2>(P.14の3の 指導 事例における問題)

実物の箱の観察か ら展開図をか くとい う導入で はな く,実 物 か ら直方体 の箱

を イメー ジし,そ れを作 るとい う問題 を与え ることで直観力を養 う。

※プ レゼ ン トを入れ る箱を作 りま しょう。

(2)問 題提示の仕方の工夫

① 操作 に先行 して概形を と らえ る活動(部 分か ら全体 を見通す活動や結果 と して およそ

どの よ うな形 になるかを表現す る活 動)を 組 み入れ た提示の仕方の工夫を して,面 や

辺の構成や関係,図 形の特 徴な ど全体 と してのイメー ジをっか まぜ ようとす る。

<事 例1>(P.14の3の 指導 事例におけ る問題)

フ リーハ ン ドでプ レゼ ン トを入 れ る箱の見取 り図をか き,さ らに必 要な大 き

さの紙を選ばせ る。

<事 例2>合 同 な図形 において図形が決ま ってい く過程(図 形 をか く手順)を コマ送 り

の マ ンガ形式でかかせ る。
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② 図 形 の 問題 解 決 の ス トラ テ ジー を提 示 し,で き るだ け 多 くの 児童 が そ の方 策 を 手 が か

りに 図形 の概 念 や 図形 に か か わ る問題 解 決 が で き る よ う にす る。

〈図 形 の 問題 解 決 にお け る ス トラテ ジーの 例 〉

(a)図 形 の 構 成 要 素 に着 目す る。

・面 ,辺,頂 点 な どの 個 数 に着 目す る。

・面 ,辺 な どの 形 や 大 き さ に着 目す る。

・面 ,辺 な どの 位 置 関 係(平 行,垂 直)に 着 目す る。

(b)図形 の操 作 に着 目 す る。

・実 物 に さわ って み る。

・ず らす ,折 り重 ね る,回 す な どの操 作 に よ って ど うな るか 考 え る。

・図 形 を 合 成 した り ,分 解 した りす る と ど うな るか考 え る。

・作 図 の 仕 方 な ど に着 目す る。

(c)同 じ性 質 を も った形 の仲 間 を考 え る。

(d}基 本 図 形 にお きか え て 考 え る。 考 え やす い図 形 に形 を変 え て 考 え る。

以 上 の こ とを 児 童 の 発 言 の 中 か ら拾 い,掲 示 した り,こ れ らの 方 法 を 促 す よ うな助 言

を与 え た りす る こ とで ス トラ テ ジー は意 識 化 され,無 意識 の うち に直 観 力 を 生 か し高 め

て い くよ うに な る と考 え た ので あ る。

〈事 例 〉(3の 指 導 事 例 に お け る問題)

作 ろ う とす る箱 は こ うす れ ば で き るだ ろ う とい う作 戦(ス トラテ ジー)を 立 てて

ワ ー ク シ ー トにか こ う。

(3)操 作 活 動 や 表 現 活 動 の 工 夫

常 に予 想 や 目的 を もた せ た上 で 実 際 に操 作 させ た り して 図形 を調 べ 確 か め させ て い

く。(そ の 際,で き るだ け,予 想 や 目 的,そ の 結 果 や 結 論 を言 葉 や 図 に よ って 表 現 さ

せ た り,ワ ー ク シ ー トに記 録 させて い く。)

(4)練 り上 げ の 場 の 工 夫

① 自 由 に 自分 の 考 え が 発 表 で き る よ う にす る。

② なぜ,そ の よ うな着 想 が 生 まれ たか 明 らか にな るよ うに す る。

③ そ れ ぞ れ の ア イ デ ア の 「よ さ 」 を味 わ うよ うにす る。

〈事 例 〉(3の 指 導 事 例 にお け る練 り上 げ の場 に お いて)

児 童 の 発 言 まず 人 形 を ま っす ぐに 向 け て面 を か きま した。 そ れ か ら,右 と左 にね

か して,面 を か き ま した 。 最 後 に,天 井 と床 を考 え て,面 を か き ま し

た。

3.指 導 事 例

(1)単 元 名 「直方 体 と立方 体 」(4年)〔 全7時 間扱 い 本 時2/7時 〕

(2)本 時 の 目標

・直 方 体 の 展 開 図 を か く作 業 を 通 して,展 開 図 の性 質 を見 通 す こ とが で き る。

・直 観 を 働 か せ て 直 方 体 を 作 る こ とが で き る。
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(3)展 開

学 習 活 動
直観力が働いている

児童の姿
指 導 の 手 立 て

つ

か

む

(問題)ク リスマ ス会にむけてプ レゼ ン

トを入れ る箱を作 りま しょう。

T箱 の中に入れ るプ レゼ ン トを選 びま し

ょう。

Tフ リーハ ン ドで,入 れ る箱の見取 り図

をか きま しょう。

T作 ろ うとす る箱を頭の中でイ メー ジし

て こうすれば箱がで きるだろ うとい う

作戦 を ワー クシー トにか こう。

プ レゼ ン トを選んで

いるときに,箱 のイメ

ー ジを思い浮 かべて い

る。

直方体 をイ メー ジし

て いる。

箱の観察か らの導 入

ではな く,具 体的なプ

レゼ ン トか ら直方体を

イメー ジ し,そ れを作

るとい う問題を示す。

ワー クシー トに自分

な りの作 り方をかかせ

る。(ス トラテ ジーの

意識化)

と

く

Tカ ラー工作用紙で切 り取 る前 までをか

いてみま しょう。

Cプ レゼ ン トを工作用紙の上に乗せ,面

を写 し取 る。

C縦,横,高 さのそれぞれの長 さを測 っ

て展開図をか く。

C手 が付かない。

工作用紙の上で実物

を転が したり投影 して

面の大きさを考えてい

る。

組み立てたときの形

をイメージして辺と辺

の長さを合わせている。

必要な大 きさの紙を

選ばせる。

紙に収まるように面

の配置を考えさせる。

手が付かない児童に

は,直 方体の実物を与

える。

く

ら

べ

る

Tで き上が った図を見て気が付 いた こと

や 自分が使 ったアイデアを発表 しま し

ょう。

C私 は,面 の取 り方をプ レゼ ン トを置 き

なが ら考え ま した。

COOの 図 は,面 が足 りないか らで きな

い。

C口 口 と△△の図 は,向 かい合 って いる

面 は同 じ大 きさにな っている。

図形の性質を見抜い

ている。

展開図を見て立体が

できるかどうか考えさ

せ る。

自分の考えを言わせ

る。

実際に組み立てて確

かあた後,展 開図の性

質を言葉にしてまとめ

る。

V研 究の成果 と今後の課題

1.研 究 の成果

(1)図 形指導 における直観 力を明 らかに し,そ れが働 く場面を分析 した。

(2)問 題解決 の方法(ス トラテ ジー)を 児童のつぶや きか ら拾 い出 し,教 室 に掲示す ること

によ って,そ れ を手 がか りに児童が直観を働かせ問題解決す るよ うにな った。

(3)直 観 した ことを意 識的に ワー クシー トに表現 した り,練 り上げの場で見抜 いた解法 を発

表 し合い,よ さを味わ うことを繰 り返 していけば直観力が高 め られ ることが分か った。

2.今 後 の課題

(1)直 観 力を引 き出 しやすい問題 の工 夫について さ らに追究す る。

(2)直 観 を引 き出 し,高 めてい くための有効 な指導の在 り方を明 らか にす る。
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巨]数 理的な処理のよさが分かる課題の工夫

1主 題設定の理 由

数理的 な処理の よさが分か る ことは,児 童が学ぶ楽 しさを味わい,学 習への意欲を高めて

い くことにっなが ってい くと考え る。 また,算 数教育を通 して豊かな心 を育成 して,人 間形

成 を図 る とい うことに もっなが る と考 える。

数理 的な処理 のよさは,算 数の全領域,学 習過程の様 々な場面で感得 で きる もので あるが,

本分科会 では,特 に課題提 示の段 階で,児 童が解決の意欲 と必要感を もっ ことが重要で ある

と考 えた。 そ こで,数 理 的な処理 のよ さを分析 し,児 童 にその よさが分か るよ うに授業 を構

成 してい くために,課 題 に取 り上 げ る素材,提 示の方法等の工夫にっいて研究 する ことに し

た。

なお,本 分科会で は,数 量関係の領域 に焦点 を当て,上 記 の主題 にっいて考究す ることに

した。

ll研 究のね らい

1数 量 関係 の領域 における 「数理的 な処理のよ さ」を,単 元 ごとに具体的 に分析 し,明 ら

かにす る。

2数 理 的な処理 のよ さが分か る学習課題を探 り,実 践を通 して具体化す る。

皿 研究の仮説

課題 に取 り上げ る素材,課 題提 示の方法 を工夫す る ことによって,課 題 に対 する関心が高

ま り,自 ら解決 しようとい う意欲がわ く。その関心 ・意欲 に支 え られた学 習を とお して,数

理的 な処理の よさが分か る。

IV研 究 の内容

1数 理 的な処理 のよさ と課題 について

各単元 に含まれ る数理 的な処理 のよさを落 ちな く抽 出で きるよ うに,「 数学的 な内容 ・表

現 にかかわ るよ さ」(数 値,用 語 ・記号,原 理 ・法則 など)「 数学 的な考え方の よさ」(帰

納的,類 推 的,演 繹的な思考方法 や数学 的アイデア)と い う二っの観点 を設定 した。

さ らに,他 教科や 日常生活への活用を図 るために,よ さの活用場面 も検討 した。

これ らの数理的な処理の よさが分か るよ うにするためには,第 一 に児童一人一人の関心 や

意欲 を引 き出す課題の工夫が必要であ ると考え,情 意的な面 に も配慮 し,こ の ことを追究 す

る ことに した。

まず,単 元 の目標か ら数理 的な処理の よさを分析 し,そ れを児童が分か るように,何 を使

って(素 材),ど のよ うに提 示(提 示の方法)す るかを検討 した。 そ して,そ れを基 に細か

な指導計 画を作成 し,数 理 的な処理 のよさが分か る課題の在 り方 を分析 的に考察 した。 その

後,単 位時間 ごとの課題を検討 し,児 童 の活動 と関連付 けなが ら,授 業における手立て を具

体化 した。以下,実 践例を中心 に述べ る。

23年 生 「表 とグラフ」での実践例

(1)単 元 目標 と 「数理的 な処理の よさ」にっいて
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単 元 目 標 内容や表現 ・処理に関わるよさ 数 学 的 な 考 え 方 の よ さ よ さ の 活 用 と 活 用 場 面

(1)日 常生活の中で
進んで表やグラフ
を活用 しようとす
る

生活の中にあてはめるよさ
・目的に応 じた資料集め
・資料の信頼性の検討
・分かりやすく伝える

② 資料を整理する
場合,落 ちや重な
りがないように表
に分類できること

に気付 く

表にまとめるよさ
・数値化により簡潔 ・明瞭に表

現できる
・一目瞭然に分かる

正の字を使うよさ
・数を落ちなく数えられる
・明瞭に表せる

数量化 して合理的に考える
・順序よく数える

学校生活の中で集計を必要 とす
る具体的な場面
・班ごとに収穫した実の数
・学区域の商店街調べ
・都道府県別の生産高など
・ゲームの勝敗調べ

(3)簡 単 な棒グラフ
を読んだり,か い
たりすることがで

き,そ の有用性に
気付 く

棒グラフにするよさ
・視覚的に表現し,読 みとるこ
とができる
・一目瞭然に分かる

類推 し見通 しをもつよさ
・既習事項から類推 し,よ りよ
い解決方法を見通す

集計 した内容を発表する場面へ
の活用
・社会科 ・理科 ・学級活動等

(4)簡 単 な二次元表
の読み方が分かる

二次元表のよさ
・二っの観点を一っの表に簡潔

に効果的に整理することがで
きる

二つの観点を統合して判断でき
るよさ

二つの観点から設定 した二次元

表を用いることで,落 ちや重な
りなく能率的に処理 し,考 察で
きるよさ
・生産高と年度 ごとの変化

(2)「 数 理 的 な 処 理 の よ さ」 に対 応 した課 題 の 工 夫 にっ いて

よ さ 課 題 の 工 夫 よ さ 課 題 の 工 夫

(1) (資 料の信頼性 の (2) 正の字を使 うよさ 10以 上の標本数

検討) 2種 類以上の特徴

(目 的に応 じた資 どんな形 に資料 を整 (3) 見通 しを もち,棒 視覚的な把握を必要

料 集め) 理 す べ きか,観 点 の グラフにす るよさ と し,比 較す る意味

判断がで きる課題 (視覚的に把握) のあ る課題

(2) 表にま とめ るよ さ 適度な数値と標本数 (4) 二次元表のよさ 二っの観点を基 に分

(数値 化す るよ さ) 類整理 し,総 合的に

論理性(資 料に基 信頼で きる数値 把握す る必要のあ る

つ いて考え る) 課題

(3)小 単 元 ごとの 「数理 的な処理の よさ」に対応 した課題の工夫にっいて

小 単 元

第1次

棒 グラフ

3時 間

本時1/3

〈数理 的な処理のよ さ〉

棒 グラフにす るよ さ

(大 小を視覚 的に とらえや すい)

(直 観的に把握 しやすい)

解決 の見通 しが もてるよさ

〈情意 的な もの 〉

学年 にあ った興味 ・関心

や ってみ よ うとす る学習意欲

〈課 題 の 工 夫 〉

→(ア)数 量を視覚的に表現す る必要のあ る課題

→(イ)グ ラフ作成上無理 のない数値の課題

→(ウ)合 同な ものを隙間な く重ねて その高 さで

表現す る課題

→(エ)既 習事項(絵 グラフ)か らの発展的課題

→(オ)2段 階の課題 の提示

→(カ)VTRに よ り適度 に困難 な課題の提示

→(キ)興 味 を ひ く素材(恐 竜)

→(ク)VTRの 活 用

→(ケ)関 心 を ひ く教 具
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第2次 表 にま とめ るよ さ

整理 の仕 (量 を数値化す る ことで簡単 に 一→数値で比較す る必要のあ る課題

方 表 せ る)→ 表 にま とめることで分か る課題

1時 間 正 の字 を使 うよ さ

(5ず っ まとあて数え られ る)→2種 類以上を同時 に集計 す る課題
～

(継 続 して集計 で きるよ さ)→VTRに よ り適度 に困難 な課題 の提示

順 序よ く数え整 理す るよさ(合 理性)→10以 上の標本数

第3次 二次元表を使 うよ さ →二っの観点で構造化す る必要 があ る課題

二次元表 (資 料を二っの観点か ら分類 し構

2時 間 造 化で きる)

第4次 日常の身近 な課 題を,簡 潔 ・明瞭 →表や棒 グラフにす ることで内容 を把握 し,解

まとめ に処理で きるよさ 決で き る課題

1時 間

(4)本 時の展開

*ね らい 既習事項 を使 い,棒 グラフにす ることの有用性 に気付 く

主 な 発 問 と 児 童 の 活 動
畠課題 の工夫

◇数理的な処理を している児童の姿

課 題 提 示

こ こは,1億9千5百 万 年 前 の ジ ュラ紀 です 。

み な さん は この 時代 の人 に な った つ も りで 考

え ます 。

まず,そ の ころ の よ うす を 見 て み ま しょ う。

T1ど ん な 恐 竜 が 出 て くるか な

C1ス テ ゴザ ウル ス2ブ ロ ン トザ ウ ル ス

3く びな が 竜4魚 竜5翼 竜

今 日 は,い ま見 た 画 面 の 中 で,ど の 恐 竜 が 多

か った か を ほか の 人 た ち に分 か る よ うに 発 表 し

て も らい ます 。 と こ ろが,み な さん は ジ ュ ラ紀

の 人 間 な の で,ま だ,数 字 も数 を か ぞ え る こ と

も知 り ませ ん 。 用 意 して あ る,石 の お 金,ど ん

ぐり,イ チ ョウの 葉 を 使 う こ と はで き ます 。

T2ど ん な方 法 が あ るか グル ー プで 相 談 しま し ょう。

C6隙 間 な く並 べ られ る石 の お金 だ けを 集 あ て 並

べ よ う。

7小 さ いの で,た くさん 並 べ られ る どん ぐ りだ

けを 集 め て 並 べ よ う。

8重 ね る こ と もで き そ うな イ チ ョウの 葉 を 集 め
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命興味をひ く素材(恐 竜)(キ)

&VTRで その時代の様子 を見せ る(ク)

&ス トップ ミモ ー シ ョンを か け る(分

畠5種 類 の 恐 竜 が 出て くる(イ)

阜2段 階 に分 けた課題の提 示(オ)

畠数値化 させ ない(ア)

&具 体 的な形 を した教具を与え る

合同な石のお金 ・どん ぐり ・銀杏の葉

の3種 類(ウ,エ,ケ)

◇3種 類 しかない具体物を どう使 うかを

考え る



て並 べ よ う。

C9恐 竜 の 種類 と具 体 物 の種 類 を一一対 一 対 応 させ

て集 めて 並 べ,不 足 分 は組 み 合 わ せ て 集 め 並 べ

よ う。

10具 体 物 の種 類 に関 係 な く集 めて 並 べ よ う。

T3で は,も う一 度 見て み ま し ょ う。

CC6～10の 見通 しに そ って,集 計 す る。

串時間の経過 とともに,画 面が変化 し一

度に全容 を把握で きない提 示の方法(カ)

畠1種 類最大9頭 の恐竜が出て くる(イ)

◇解決 の見通 しにそ った集計

(5)実 践 の 経 過 と考 察

この 実 践 は以 下 に述 べ る よ うに,本 分 科 会 の 仮 説 を実 証 す る一 例 とな った と考 え る。

こ こで は,数 値 化 して 表 を作 成 す る と い う過 程 を経 ず に 「棒 グ ラ フの 有用 性 」 に 目 を 向

け させ る こ とに した。

① 「(ア)数 量 を視 覚 的 に表 現 す る必 要 の あ る課 題 」 に つ いて

児 童 は,数 量 を視 覚 的 に と らえ る こ とが で きた。 これ は,数 値 化 させ なか った こ とか

ら,具 体 物 との 一 対 一 対 応 を しな が ら集 計 を進 め たか らで あ る。

② 「(イ)グ ラ フ作 成 上 無 理 の な い数 値 の 課 題 」 に つ いて

児童 は,関 心 ・意 欲 を持 続 しな が ら見通 しに そ って集 計 で きた 。 これ は,5種 類 の恐

竜 ・最 大9頭 とい う数 値 が 適 切 で あ った た め で あ る。

③ 「(ウ)合 同 な もの を 隙 間 な く重 ね て その 高 さで 表現 す る課 題 」 「(エ)既 習事 項 か らの発

展 的 な課 題 」 「(ケ)関 心 を ひ く教 具 」 につ い て

児 童 は,石 の お 金 ・どん ぐり ・イ チ ョウの 葉 の三 っ の具 体 物 を 与 え られ た こ とに よ り,

既 習 事 項(絵 グラ フ)を 活 用 で き る と い う見 通 しを もち,具 体 物 の 占め るス ペ ー ス を 同

じに して,高 さで 一 目瞭 然 と判 断 で き るよ うな工 夫 を した。

ま た,5種 類 の 恐 竜 に対 して,扱 え る具体 物 は3種 類 とい うこ とか ら不 足 が生 じ,し

か も,大 きさが 違 う物 を与 え た こ と に よ り様 々な 試行 錯 誤 が 生 まれ た 。 これ は,合 同 な

もの を 重 ね て い こ う とす る思 考 の 手 助 け にな って い た と考 え られ る。

④ 「(オ)2段 階 の課 題 の提 示 」 につ いて

課 題 を2段 階 に分 け て提 示 す る こ とに よ り,ま ず始 め に 児童 の 興 味 ・関 心 が 喚起 さ れ,

次 に 児 童 が解 決 の必 要 感 を もつ こ とが で きた 。 これ は,課 題 を明 確 に把 握 させ る と共 に

「どの よ うに して 取 り組 も うか 」 とい う見 通 しにつ な が る方 法 で あ る と考 え る。

⑤ 「(カ)VTRに よ り適 度 に困 難 な課 題 の 提 示 」 「(ク)VTRの 活 用 」 にっ いて

時 間 の経 過 と共 に,画 面 が 変 化 し一 度 に全 容 を 把握 で きな い提 示 の 方 法 を と った こ と

に よ り,見 通 しを立 て る必 要 感 が 生 まれ た。 また,「 も う一 度 見 た い」 と い う声 もあ が

った。 これ は適 度 な 困難 さ に よ り,解 決 しよ う とい う意欲 が 高 ま った と考 え られ る。 同

時 に,画 面 の変 化 と内容 に興 味 を も った と考 え る。

⑥ 「(キ)興 味 を ひ く素 材(恐 竜)」 につ いて

画 面 に現 れ る恐 竜 の 名 前 を 大 半 の 児 童 が 答 え,興 味 を示 した。 これ は 日常 生 活で の児

童 の 関 心 と合 致 し,課 題 解 決 の 意 欲 につ な が った と考 え る。
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⑦ その1也 提 示 した石のお金のみを使 った棒 グラフの原形か ら,一 目瞭然 に恐竜の量が分

か るとい う 「棒 グラフの有用性 」にっ いて児童か ら多 くの意見が 出た。

V研 究の成果 と今後 の課 題

1研 究の成果

(1)数 理的な処理のよ さに視点を当てた教材研究 を深 め,指 導者の側が 数理 的な処理の よ

さを味わ った ことによ り,児 童の考えを共感 的に とらえ ることがで きた。

(2)児 童 は,数 理的な処理の よさが分か ることで,算 数 を学ぶ楽 しさを味わい,次 の学習

への意欲の高 ま りがみ られ た。

(3)数 理 的な処理の よさを,単 元 ・単位時間 ごとに具体化す る ことにより,児 童が分か る

数理 的な処理 のよさが明確 になって きた。

(4)課 題 の素材 と提 示の方法 を工夫す る ことにより,児 童の解決意欲 と必要感を高め るこ

とがで き,児 童は数理的な処理 のよさに関心を もちなが ら学習す るよ うにな った。

2今 後の課題

(1)他 の単元 ・領域 にお いて も数値的な処理 のよさにっいて研究 を深め,課 題を工夫 す る

ことによ り,さ らに継続 的な指導を実践 し,児 童の成長を促 して い く。

(2)児 童 の学習意欲 を高b,有 意義 な学習へ と導 くための肯定的な評価がで きるように,

単元 ・単 位時間の中で数値的な処理 のよさ とい う観点か らきめ細 か く分析,考 察 して い

く。

巨]個 の考えを生かし互いに高め合う指導法の工夫

1主 題設定 の理 由

これまで私 たちは,授 業 で児童の主体的 な活動を大切 に し,多 様 な考えがで きるよ うにす

るための努 力を して きたが,と もす ると解決方法を羅列 したままで終 わ った り,教 師の一方

的な 「まとあ」で終わ った り して しま うことが あ った。 その ため に,児 童の考えが生か され

ず,学 習意欲を低下 させて しまうことも多 くみ られ た。 これ は,授 業のね らいに即 して一人

一人の考えを生か し,ク ラス全員の もの に してい く指導 が不十分で あったため と考え る。

そ こで,私 たちは,た とえ児童の考え方が未熟な ものであ って も,解 決の検討の場 におい

て生 かす ことがで きれば,児 童 同士が認 め合 い,児 童の意欲を高め主体 的に学ぶ態度が育成

され ると考 えた。 またその ことを通 して,自 分の考えの正 当性を判断 す ることや,他 の考え

のよ さに気付 くことがで きるよ うにな り,さ らに,数 学的 な考え方を広めた り深 めた りで き

ると考えた。

以上の ことか ら,本 主題を設定 した。

1研 究 のね らい

1意 欲 的に検討 に参加 で きるよ うにす るための児童の考えの取 り上 げ方 を工夫す る。

2数 学 的な考え方 のよ さを認 め合 う検討の在 り方や振 り返 りの方法 を明 らか にす る。
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皿 研究 の仮説

教 師が 児童の考え方や解決の よさを と らえ,検 討場面でっまず きや素朴 な考えを生か した

学習活動 を組織 で きれは,児 童 は意欲 的に検討 に参加 し,自 分や他の児童 の数学的 な考え方

のよ さに気付 き,互 いに高め合 うことがで きる。

IV研 究 の内容

lr個 の考 えを生か し互 いに高め合 う」検討の させ方

解決 の検 討の段 階 と しては,以 下の よ うな小段階が あると考えた。発達段 階や学習 内容,

児童の反応 によ って柔軟 に対応す る必要が あることは もちろんであ るが,検 討 を筋道立てて

行 うためには,こ の小段 階を踏 まえる ことは有効で あ ると考えた。

妥当性の検討………それぞれの解決方法が正 しいか考え させ る。 ここでは,解 決途 中の考 え

を取 り上 げてみん なで解決 させ た り,教 師が誤答を提 示 して検討 させ た

りす る場合 もあ る。

◎友達の考え に触れ ることによ り,児 童の考えが深 ま った り広が った りす る。

関連性の検討………それぞれの考えを比較検討 させ る

中か ら,何 か きま りを見つけた り

自分の考えを整理 した りさせ る。

◎ それぞれ の考え を結 び付 けて考え ることによ り

共通点 ・相違点 など考えが整理 され る。

式

絵や図

言葉の式

数値線

有効性の検討 ………それぞれの考えを簡潔性,明 瞭性,発 展性 などの観点か ら見直 し,そ の

考 えの よさや不十分 さに気付かせ る。数学的な考え方の よさを強調す る。

◎ 自分 や他 の児童 の考 えのよさや,条 件が変わ った時な どの限界に気付 く。

解決方法 の選択 ……類似問題 や発展問題を 自分で選 んだ方法で解 かせた り,よ りよい と思 う

根拠 を明 らかに した りす る。

◎ 自分の選んだ考えのよ さを実感 した り,よ さの根拠が はっきり した りす る。

2「 個の考えを生か し互 いに高め合 う」指導の配慮事項

上記の流れ に沿 って検討がで きて も,途 中で っまず いて学習 に消極的 な児童や 自分の解決

に自信が もてな い児童の考えを生か し,高 め るたあには不十分で ある ことがあ る。 ここでは,

特 にこの点 にかかわ る配慮事項 について述べ る。

(1)っ まず きや素朴な考えを"み んなの問題"

として位置付ける。

検討段階で予想された正答だけを扱うのでは,

「分からない ・できない」と思っている児童は,

学習に消極的になり,ま た創意に満ちた子供らし

い発想 もでに くい。そこで妥当性の検討で,解 決

途中の考えや誤答を全体の問題として意識付け,

知恵を出し合って解決することにより,一 人一人

の存在感が もてるようにする。

問 題

8時20分 に学校を出発 し,1時 間30分 で山のふ もとに

着きました。着いた時刻は,何 時何分で しょう。

CI時 計の絵だとぐるぐるになって分からないので線で表

してみようと思 った。

時 時 時 時10時11時

分10分20分0分40分50分0分

TIC,の 図の分かりやすい所は,ど んな所ですか。

C2時 計の長い針と短い針を別々の数直線で表 していると

ころ。

T,Ciの 数値線を使って,答 えを求ある方法を説明する

には,ど んな工夫が必要ですか。
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(2)同 じ考えの友達の存在を強調 し,自 分の考

えを表現することに自信がもてるようにする。

説明が不十分な児童の考え も取 り上げ,他 の児

童に考えを説明させたり,ネ ームプレー トを使 っ

て同 じ考えのグループを作り,っ けたしや代わっ

て質問を受けたりなどの支援をさせる。

(3)素 朴な考え方やユニークな着想のよさを味

わう。

C38時20分+1時 間30分=9時50分 の式 を黒 板に書いた

が,説 明がで きない。

T,C3が どの よ うに考えて この式を立てたかC3の っ も

りで説明 して ください。

C,8時20分 か ら1時 間30分 経 ったのだか ら,時 間が1時

間30分 増 え たの と同 じと考え た。

T.C3は,C4の 言 った ことと同 じ考えで したか。

(下記の指導事例の※印の部分を参照)

3検 討後の振 り返 り

検討後,自 分の考えの よさや高 まりを意識 させ るため,「 振 り返 りカー ド」を用 いて学習

を振 り返 らせ る。授業後,教 師一人一人の考えを認 め,数 学的 な考え方 のよ さに触れ た児童

の文 を掲 示 した り,紹 介 した りす るなどす ると,そ のよ うな観点で振 り返 ることがで きる児

童が増 える。 ・

4指 導事例

(1)単 元 名 比 例(6年)IL12/13

(2)本 時 の ね らい

・比 例 の 関係 に着 目す る と,能 率 的 に処 理 で き る事 象 が あ る こ とを 知 る。

・比 例 関係 な ど を用 い て能 率 的 に測 定 す る こ とが で き る。

(3)本 時 の展 開(問 題 把 握 か ら解 決 の計 画 ・実 行 まで の段 階 は,TT方 式 で 行 う。)

*は 指導上の留意点 ☆は研究主題との関連(児 童の様子)

児 童 の 反 応 ・ 教 師 の 発 問

(前時=第1時)

画 紙の枚数を,工 夫して手際よく調べましょう。

解決の計画

・もの さ しを 使 って10枚 や50枚 の 厚 さを測 り,全 体 の 中 に い くつ

入っているか調べる。

・台ばかりを使って全体の重さを求ある。次に,

さを測り,全 体の重さのいくつ分か調べる。

10枚 や50枚 の 重

計画の実行 ・それぞれの考えに基づき,別 々の部屋で測定を進あていく。基

本的には,個 人の作業とする。各部屋ごとにTT方 式によって

進あ,発 表準備まで行 う。

<重 さグループ>

C.は か りの読み方によって,正 確 さに欠けてしまうので,サ ンプルを多 く取

って大 きな誤差を防こうとした。

<厚 さグループ>

C.紙 の押し方(押 さえ方)よ って誤差が出てしまうのでT同 じ条件で紙を押

さえるようにした。

C,重 さと同 じように,サ ンプルを多く取って大きな誤差を防 こうとした。

指導上の留意点 ・研究主題との関連

基本 的 なデ ー タ(画 用 紙)

全 体 の枚 数 一430枚

全 体 の 重 さ一6,72091枚 の 重 さ 一15.6g

全 体 の 厚 さ一1i7皿m1枚 の 厚 さ 一〇.278fn[tl

*は か りを用意する部屋 とものさしを用意する

部屋に分け,各 教室に教師が一人ずつ付き、

TT方 式により指導する。

TT方 式を取り入れた理由

解決の検討のときに,自 分とは全く違った

解決方法でも結果が求められることに興味を

もたせるために,重 さと厚さの実測を別々の

部屋で行うようにする。

*測 定誤差をできるだけ少なくするよう個別指

導する。
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(本 時;第2時)

紙 の 枚 数 は,何 枚 に な り ま した か。 ま た,ど ん な方 法 で や りま し

た か 。

はか りで 重 さを 測 って,420枚 と分 か りま した。

もの さ しで 厚 さを 測 って,421枚 と分か りま した。

T.方 法 が 違 うの に,ず いぶ ん 近 い 値 に な りま したね 。 それ で は,重

さで 考 え た グ ル ー プ くわ しく説 明 して くだ だ い。

単位量あたりで求める。

10枚 で160g

全 体 で6,720g

式160÷10=16

6,720÷16;420

答420枚

比例の関係を使って求める。

何倍かで求める。

10枚 で160g

全 体 で6,720g

式6,720÷16=42

正0×42=420

答420枚

枚 数X(枚)

重 さY(g)157313470625780

780÷50=15,66,720÷15.6=431笈

口

C.比 例 して い るか 心 配 だ った の で20枚,30枚 と調 べ ま した 。

C,つ け た しで,157gの2倍 は314gで,1gし か ちが わ な いか ら,2倍

と言 って よ い と思 う。

C.1め も りが10gな の で は っ き り しな い所 もあ った ので 少 し違 って

い て も比 例 と言 え る と思 い ます 。

次に厚 さで考えたグループに発表 してもらいましょう。

何倍かで求ある。

3mmで11枚 全 体 で11.7em

式11.7÷0.3=3911×39=429 429枚

5,紙 の厚さを半分半分と計算して,1rnmの ときの枚数を基に全体を

求める。

6cm-3-L5-0,8-0.4-0.2-0.1

256枚 一128-64-32--16-8-4枚

4×117=468答.468枚

C.1.5か ら0.8に な る と きわ れ な か った 。 正 確 に で き な い ので 大 幅

に数 が 違 った と思 う。

C.表 の よ うに な って い て3と 同 じだ と思 う。

C.3の 表 は,実 際 に重 さ を測 って 作 って い るけ ど,5は 計 算 で や っ

て い る所 が違 う。

C.厚 さが 半分 半 分 に な る ごと に,枚 数 が 半 分 半 分 に な る こ とを数 え

て 確 か め る と,2mmや1mmを 確 か あ な くて も計 算 で 考 え られ る 。

C.比 例 す る こ とが確 か め られ た ら,あ と は計 算 で や って もよ い と思

つo

☆どうしてやり方が違 うのに,答 えが同じく

らいになったんだろうと興味をもつ。

*児 童の考えが全員に理解しやすいように,重

さを測る考えと厚さを測る考えに分けて,意

見を取 り上げる。

☆自分の考えと比較 して友達の考えを聞こう

とする。

*ポ イントになる言葉を板書 しておき関連性の

検討のときに比較 しやすいように しておく。

*発 表者に発表ボー ドを貼らせ,そ の他の児童

にはネームプレー トを貼 らせる。

☆自分の解決 した結果が授業に活用されてい

ることを意識する。

☆友達がどのような方法で解決 したのか興味

をもつ。

*そ れぞれの考えがうまく説明できない場合は,

ネームプレー トの貼ってある児童につけたし

をさせたり,教 師が支援して説明を加えたり

する。

☆ネームプレー トが貼ってあるので,発 表す

るときに安心感が生まれる。

☆違う考えの児童に,自 分たちの考えをうま

く伝えようとする。

☆自分と違う考えが分かる。

*素 朴な考えを全体の問題として取り上げ,よ

い点を生かしなが ら解決 していく。

☆自分の考えの不十分な所が分かり,正 しい

解決方法が分かる。

☆友達の考えを基に考えることによって自分

の考えが深まる。

*こ こでは,関 連性 も考えさせ,児 童の考えが

みんなと同様に比例の関係に基づいているこ

とを認めさせる。
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T.重 さと厚さと方法が違うのに,ど うして全体の枚数を求めること

ができたので しょう。

C、1枚 の重さや厚さを調べて全体をわったから。

C.紙 の枚数は,重 さや厚さに比例 しているから。

T.1枚 あ たり ・何倍 ・決まつた数を使っていますが,こ の三つに共

通する考え方はありませんか。

C.比 例の関係

T.ど うして比例だと分かりましたか。

C.1枚 あ たりの方法は,枚 数が2倍,3倍 と増えれば,重 さや厚さ

も2倍,3倍 と増えるので比例を使っている。

T.比 例の関係を使って紙の枚数を調べるよさは,何 かありますか。

C.紙 がたくさんあるときは,数 えるより手際よく調べることができ

る。

C.た くさんある紙を分けるときに,重 さや厚さを調べれば簡単にで

きる。

〈解決方法の選択 略〉

まとあ ・振り返りT.今 日の学習で分かったことや考え方のよさについてま

とめ,カ ー ドに書きま しょう。

C.紙 の枚数や釘の本数など,実 際に調べる場面で比例の関係を使って解決 して

みたい。

C.紙 の枚数を重さ(厚 さ)を 使って調べる方法 しか思いつかなかったが,厚 さ

(重 さ)で 調べる方法 もあると分かった。

☆重さで考えても,厚 さで考えても 「枚数」

が求められるのは,そ れぞれが比例の関係

にあるからだと意識する。

☆比例の表から 「単位量あたり」の考えが

「比例の関係」と結び付 く。

☆比例関係を活用することのよさを感 じる。

*振 り返 り カー ド

①友達の考えと違ったところをみつけること

ができましたか。

②自分の考えや友達の考えのよいところが,

分 かりましたか。

それはどのようなところですか。

③今日の学習で分かったことや,こ れから学

習したいこと,感 想を書きましょう。

☆自分や他の児童の考えのよさや数学的な考

え方のよさが分かる。

V研 究 の成果 と課題

1研 究の成果 について

(1)検 討段 階を 「妥当性 の検討 ・関連性 の検討 ・有効性の検討 ・解決方法の選択 」と整理 し

てい くことによ って,教 師側 も児童側 も話 し合 いの視点やめあてが 明確 になり,児 童の思

考過程 が整理 され るよ うにな って きた。

(2)「 解決 の検討」段 階でネ ームプ レー トを活用す ることや,自 分 と同 じ考え の児童が いる

ことを知 らせ ることによ り,話 し合 いへの参加意識が高 ま り,自 分の意 見 と友達の意見を

比較 ・検討 して考え,そ れぞれのよ さを認 め合 い,さ らに学級全体で協 力 して考 えを高 め

て いこうとす る態度が身に付 いて きた。

(3)「 振 り返 りカー ド」を工夫 し活用 してい くことによ り,自 分の解決方法を振 り返 り,自

分 の考えの高 ま りを 自覚す るよ うにな り,次 の学習 への意欲が高 ま った。

2今 後 の課題 について

(1)限 られ た指導 時間の 中で,個 の考えの よさを味わ う時間を確保す るため に 「2時 間1単

位 」等,弾 力 的な指導計画 にっいて さ らに検討す る必要があ る。

(2)検 討段階 を充実 させ るためには,解 決の実行の段 階での活動 の充実が大切であ る。解決

の実行 の段階での支援の在 り方 を明 らか に してい くことが必要で ある。
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